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設
立
三
年
目
に
入
っ
た
『
望
洋
荘
』
に
思
う 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 

 

滉 

 
 

二
〇
〇
六
年
、
私
ど
も
の
介
護
福
祉
施
設
『
望
洋
荘
』
を
開
設
し
て
か
ら
三
年
目
の
半
ば
に
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
医
者
と
し
て
経
験
し
な
か
っ
た
こ
と
、
た
と
え
ば
施
設
で
の
、
利
用
者
様

の
「
転
倒
防
止
」
と
か
、「
徘
徊
対
策
」
や｢

嚥
下
障
害｣

等
々
の
問
題
に
接
し
、
四
十
年
も
医
者
を
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
介
護
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
と
い
う
、
大
き
な
テ
ー
マ
に
出
会
っ
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
者
様
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
介
護
士
の
姿
か
ら
仕
事
の
内

容
を
、
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

人
間
は
生
涯
が
勉
強
で
あ
る
の
だ
と
、
学
生
の
頃
か
ら
諸
先
輩
に
聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
医
療

お
よ
び
看
護
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、『
介
護
』
と
い
う
分
野
に
携
わ
る
こ
と
に

な
っ
て
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
尚
一
層
実
感
と
し
て
解
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

新
し
く
で
き
た
介
護
士 

介
護
支
援
専
門
員
、
等
々
の
職
種
の
人
た
ち
が
年
を
追
う
ご
と
に
育
っ

て
き
て
お
り
、立
派
に
成
長
す
る
と
共
に
専
門
職
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。私
ど
も
の
施
設
で
も
、

四
〇
名
を
上
回
る
介
護
士
が
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
有
難
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
看
護
師
も
介
護
の
施
設
で
働
く
の
に
は
、
か

つ
て
病
院
で
勤
務
し
て
い
た
と
き
と
は
対
応
が
異
な
る
で
し
ょ
う
が
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

職
種
の
あ
り
方
を
発
揮
し
て
一
生
懸
命
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
、今
ま
で
の
経
て
き
た
医
療
人
と
し
て
の
年
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

自
分
だ
け
頑
張
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
、
従
業
員
の
心
か
ら
の
協
力
と
真
剣
さ
に
全
て
が
か
か
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
望
洋
荘
』
発
足
し
て
三
年
目
の
進
行
中

に
感
じ
る
こ
と
は
、
全
て
の
従
業
員
の
建
設
的
な
努
力
が
今
の
施
設
を
守
っ
て
く
れ
て

い
る
の
だ
と
確
信
す
る
と
共
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
、

期
待
す
る
毎
日
で
す
。 

 

利
用
者
様
に
優
し
い
手
を
さ
し
の
べ
、
感
謝
さ
れ
る
日
々
を
過
ご
す
事
の
幸
せ
を
感

じ
取
れ
る
職
員
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
                      

第 ３ ０ 号 

平成 1８年 

５ 月 発 行 

｢浜昼顔｣が満開です 
施設駐車場入口のさるすべり(百日紅)の樹の
下にある｢浜昼顔｣が満開で来荘されるお客様を
出迎えています。 
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五
月
四
日
（
木
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
『
豊
間
地
区
子
供
会
』
の
こ
ど
も
神
輿
が
元
気

に
来
荘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
神
輿
は
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
来
荘
と
な
り
ま
す
。
子
供
達
の

威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
華
や
か
な
神
輿
に
入
居
者
一
同
大
喜
び
で
し
た
。
普
段
子
供
と
接
す
る

機
会
が
少
な
い
入
居
者
様
に
と
っ
て
、子
供
達
の
元
気
な
姿
を
見
る
事
で
母
性
本
能
が
蘇
え
り

大
き
な
活
力
と
な
っ
て
い
る
様
に
思
え
ま
す
。
最
後
に
子
供
達
か
ら
入
居
者
へ
手
作
り
の
プ
レ

ゼ
ン
を
戴
き
ま
し
た
。
入
居
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
穏
や
か
で
良
い
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

豊
間
地
区
子
供
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
の
お
越
し
を
入
居
者
・
職
員

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

   

五
月
二
七
日
（
土
）
の
午
後
よ
り
、
日
本
舞
踊
の
藤
間
菜
央
様
が
来
荘
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
藤
間
菜
央
様
の
来
荘
に
は
、
法
人
及
び
望
洋
荘
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
武
蔵
野

美
術
大
学
教
授
森
豪
男
先
生
（
大
久
町
に
あ
る
森
美
術
館
館
長
）
の
ご
好
意
に
よ
り
、
入
居
者

様
に
生
の
日
本
舞
踊
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
事
で
娘
さ
ん
の
師
匠
に
あ
た
る
藤
間
菜
央

様
の
公
演
が
実
現
出
来
ま
し
た
。
入
居
者
様
の
中
に
は
日
本
舞
踊
の
経
験
が
あ
る
方
も
お
り
、

普
段
は
見
せ
な
い
表
情
や
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
た
り
、舞
踊
を
見
な
が
ら
う
な

ず
い
た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

藤
間
菜
央
様
に
は
ご
多
忙
の
中
、
ご
来
荘
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                  

「
こ
ど
も
神
輿
」
来
荘 

「
日
本
舞
踊
を
披
露
」
藤
間
菜
央
様 



三遊亭 円龍 師匠  
（第３回いわき寄席 H1.12.23）  
急流と 

    情に竿指し 

       今日も行く 

 

春風亭 正朝 師匠  
（第２回いわき寄席 H1.10.19）  
 

一 笑 
懸 命  

      

春風亭 正朝 師匠  
（第２回いわき寄席 H1.10.19）  
 

笑 売 
繁 盛  

      

春風亭 正朝 師匠  
（第２回いわき寄席 H1.10.19）  
男はいつも 明日を見てる 

 だから 昨日のパンツは 

   今日はかない 

春風亭 正朝 師匠  
（第２回いわき寄席 H1.10.19）  
 

寿  限  無 
      

三遊亭 円龍 師匠  
（第３回いわき寄席 H1.12.23）  
 宵のうち 

前座は畳へ 

はなしかけ 

三遊亭 円龍 師匠  
（第３回いわき寄席 H1.12.23）  
杉は直ぐ松はゆがみて面白し 

ひとの心も 

生なり奇異なり 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

三
遊
亭 

円
龍
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第 

三 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
一
年
十
二
月
二
二
日 

 
 
 

（
演
目
）
持
参
金
、
淀
五
郎 

○
第
四
八
回
記
念
い
わ
き
寄
席 
平
成
九
年
九
月
二
九
日 

 
 
 

（
演
目
）
桃
太
郎
、
稽
古
屋
、
骨
違
い 

○
第
六
五
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
一
年
五
月
二
六
日 

 
 
 

（
演
目
）
代
り
目
、
宮
戸
川
、
火
焔
太
鼓 

                 

           

春
風
亭 

正
朝
師
匠
の
作
品
で
す
。
（
そ
の

） 

○
第 

二 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
一
年
十
月
十
九
日 

 
 
 

（
演
目
）
目
黒
の
秋
刀
魚
、
ら
く
だ 

 
 

春
風
亭 

正
朝
師
匠
の
作
品
に
つ
い
て
は
第
四
一
回
・

第
五
六
回
・
第
八
七
回
い
わ
き
寄
席
に
も
お
越
し
頂
い
て

お
り
、
こ
の
他
に
も
多
数
の
作
品
が
あ
り
ま
す
の
で
次
回

（
そ
の

）
再
度
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

          

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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日 
時 
平
成
一
八
年
八
月
二
四
日
（木
）  

午
後
六
時
三
〇
分
よ
り 

入 

場 

無 

料 

場 

所 

い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル｢

椿
山
荘｣ 

 

主 

催 

医
療
法
人
あ
さ
う
ら
会 

須
田 

医
院 

 

出
演
者 

落
語 

桂 

幸
丸 

師
匠 

     

漫
談 

ぴ
ろ
き 

さ
ん 

     

落
語 

桂 

夏
丸 

師
匠 

     

                            

 

平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
に
て｢

平
成
一
七
年
度｣

の
決
算

を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

内
容
的
に
は
、
昨
年
秋
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い

収
入
が
大
幅
に
減
少
し
た
事
も
あ
り
、
利
益
率
に
お
い
て
は
、

前
年
と
比
較
し
て
九
四
％
の
減
益
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
期
に
お
い
て
も
、
四
月
に
再
度
介
護
保
険
制
度
の
改
正

が
あ
り
、
更
な
る
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
と
し
て
今
ま

で
以
上
の
経
費
削
減
・合
理
化
を
図
り
持
続
的
な
運
営
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

                  

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
八
年
五
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
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今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

平
成
一
七
年
度
決
算
報
告 
「
第
九
十
九
回
い
わ
き
納
涼
寄
席
」
の
ご
案
内 

本   名 二瓶 眞一 

生年月日 S29.12.23 

出 身 地 福島県須賀川市 

芸   暦 

S49/6 桂米丸に入門 

S55/9 二ツ目昇進 

H 2/5 真打昇進 

 

古典と新作の両方を演じる。 

新作落語「旅行へ行こう」「福島

方言落語」「老人社会」等。 

生年月日 49 年 8 月 15 日 

出 身 地 群馬県吾妻町 

芸   暦 現在前座 

幼少時より落語に興味を も

ち、寄席に出入りするように

なる 。高校卒業後に 入門。

桂夏丸となる。実力派の若

手俳人として評価が高い。H

３年度上毛新聞社主催上毛

ジュ ニ ア俳壇に て最 優秀

賞。H４年に は、上毛ジュニ

ア文学賞特別賞を受賞。 

本   名 佐藤 浩樹 

生年月日 39 年 1 月 1 日 

出 身 地 岡山県 

芸   暦 

S61 故東八郎主催「笑塾」入

学。東八郎劇団にて初舞台 

S62 NHK 教育「あいうえお」レ

ギュラー出演。 

S63 浅草ロック座専属コメデ ィ

アン 

H 1 漫才コンビ「カ ッポラポッケ」

結成。  


